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10 月 11 日（土） 

 早朝 4 時に高松駅から出発し、東京経由で 

仙台まで向かいました。 

東北支部メンバーと合流し、「仙台みちのく 

YOSAKOI まつり」での 1 会場目は「あすと 

長町杜の広場公園」での演舞でした。 

小雨が降っていたけれど観客やカメラマンも 

たくさんいました。 

演舞前にさぬき市の PR、来訪の呼びかけを 

行うと、遠方からの参加に驚かれている方も。 

     演舞後にさぬき市のパンフレットを配布 

しながら、公式インスタグラムのフォローも 

お願いしていたところ、皆さん快くスマホから

QR コードを読み取って

くださいました。中には

香川県出身の方もいて、

懐かしむ表情で話しか

けてくださいました。遠

く離れた地で同郷の話

題ができるとお互いに

親近感が湧きます。 

 

 地下鉄に乗り、青葉山公園へ。2 会場目の「青葉山公園片倉ステージ」は唯一の屋内 

ステージ。スペースの関係で一部のメンバーで踊りました。ここでもさぬき市と公式インス

タグラムを PＲ。 

続いての「青葉山公園七夕ステージ」

では個人賞の授与がありました。雨の

影響か次チームが棄権していたため、

「KUKAI」演舞の後に「正調よさこい」

を踊りました。実行委員や他チームの

方と踊り、総踊り的な楽しさもありま

した。この時間になると雨に加えて寒

さ（気温 13℃）もあり、観客の方々に

感謝の気持ちもひとしおです。 



  

4 会場目の「錦町公園」は雨が

強く降り、足元も水溜りでした。

踊る直前まで小刻みに震えてい

た踊り子たちも曲が始まると空

気が変わり、むしろ雨を演出とし

て感じているように感じました。 

 

 

 そしてこの日の最終演舞で

あるメイン会場「勾当台公園」

へ。立派なステージと照明が 

気持ちを盛り上げてくれます。 

 「舞人―！」と声援を送って

くださる方もいて、感謝の気持

ちと共に遠くまで来て良かっ

た、と感じました。 

 今年は「さぬき舞人 東北 

支部」が発足し、宮城県を中心にさぬき市を PR するチームとして活動を始めています。 

よさこいを通じて結ばれた縁がこうして形となり、離れていても同じチーム名を背負って。

同じ演目を踊れることに幸せを感じています。今回香川から遠征し、東北支部の PR もでき

たのではないかと思います。どんどん人数が増えて「さぬき舞人」が香川や宮城で盛り上が

り、さぬき市の PR になることを願います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇第 28 回 仙台みちのく YOSAKOI まつり 

  （宮城県仙台市）2025 年 10/11(土)～12(日) 

  観客動員数約  約 60 万人（2 日間） 

参加踊り連 120 チーム、踊り子総数約 約 6000 人 



10 月 12 日(日) 

 8 時に仙台駅を出発し新幹線で東京

へ。前日とはうって変わって気温は 28 度

と暑かったせいもありますが、東京都心

部の人の多さと熱気がさらに街を熱くさ

せていました。 

 会場間の移動中はさぬき市公式インス

タグラムの QR コードを担ぎ PR してい

きました。 

 外国から来られた方も多く、メンバーからの PR に耳を傾けてくれました。 

 

 演舞前にさぬき市と公式インスタグラムの PR をし、演舞後に QR コードでアピールを 

したり、パンフレットを配布。たくさんの方が快く受け取って下さり、インスタグラムに 

ついても興味をもってくれました。 

 池袋だけではなく大塚会場もあり下町的な雰囲気の中で踊りました。観客も多く、インス

タグラムのフォロワー数も増えてい

きました。 

同時に 2 日目のみちのく YOSAKOI

まつりでも東北支部メンバーがさぬ

き市の PR 活動を継続していたため、

こ の 日 の 昼 過 ぎ                    

からフォロワー数が どんどん増加

していきました、 

 



  「東京よさこいまつり」の

ストリート(流し踊り)とステ

ージの会場はそれぞれ観客や

カメラマンがとても多く、踊

り連も全国から集まっていま

す。まさに街をあげてよさこ

い祭りを盛り上げていました。 

この中でしっかりとさぬき市

の PR ができたと思います。

最後の演舞会場の前にはフォロ

ワー数が 200 人を超え、その後

も増加し続けました。 

全国で行われるよさこい祭り

に「香川県さぬき市」を PR しな

がら参加する意義を改めて感じ

ることができたように思えます。 

 

PR 効果 

 〇第 26 回 東京よさこい 

（東京都豊島区） 

  2025 年 10/11(土)～12(日) 

  観客動員数約  約100万人（2日間） 

  参加踊り連 112 チーム 

  踊り子総数約 約 5000 人 

  

 

さぬき市の紹介・PR・記念品の手渡しによる配布 

・さぬき市クリアファイル 100 枚 

・さぬき市ふるさと納税やガイドブック 各 100 枚 

・さぬき市 SNS のチラシ 100 枚 

・さっきーシール 100 枚 

 

さぬき市公式インスタグラムフォロワー数 235 人増加 

   

→ 
 

    遠征前（10 月 6 日）              遠征後（10 月 13 日）          


